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渡
辺
市
長
が
進
め
て
き
た
行
財
政
再
構
築
は
市
民
生
活
の

ど
の
よ
う
な
夢
の
実
現
に
つ
な
が
っ
た
の
か
。
こ
の
間
加
速

す
る
「
官
か
ら
民
へ
」
の
方
向
性
は
、
市
民
を
置
き
去
り
に

進
め
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
役
所
だ
け
で
は
で
き
な
い
の
か

を
明
ら
か
に
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
た
め
に
よ
り
効
果

的
な
事
業
の
担
い
手
は
誰
な
の
か
と
い
う
視
点
で
議
論
を
進

め
る
こ
と
が
大
切
。
思
い
き
っ
た
事
業
の
見
直
し
で
将
来
を

見
据
え
た
施
策
と
税
の
使
い
方
へ
の
転
換
を
目
指
す
べ
き
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
職
員
の
健
康
改
善
は
喫
緊
の
課
題
。

市
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
が
問
わ
れ
る
。
議
会
へ
の
向
き

合
い
方
は
市
民
に
対
す
る
市
長
の
姿
勢
を
あ
ら
わ
す
も
の
。

公
平
公
正
を
貫
き
真
摯
な
信
頼
関
係
構
築
を
求
め
る
。

改
革
の
基
本
は
市
民
生
活
第
一
の
視
点
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決
算
統
計
に
よ
る
財
政
力
指
数
な
ど
、
数
字
的
に
は
良
い

が
、
更
に
公
平
・
平
等
・
責
任
あ
る
税
活
用
を
求
め
ま
す
。

　

行
政
コ
ス
ト
削
減
は
、
新
公
会
計
制
度
の
充
実
を
図
り
、

行
財
政
環
境
が
一
層
厳
し
く
な
る
中
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
せ
ず
品
質
ア
ッ
プ
が
要
求
さ
れ
、
今
後
ス
リ
ム
な
行
政

大
き
な
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
事
業
の
再
構
築
が
必
要
で
す
。

税
活
用
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

認　

定

あおぞら
　

公
明
党
は
「
小
さ
な
行
政
、
大
き
な
サ
ー
ビ
ス
」
を
め
ざ

す
べ
き
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
市
民
と
の
協
働
を

す
す
め
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
市
政
に
関
心
を
も
ち
、
新
た

な
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
参
画
す
る
こ
と
が
大
切
と

思
う
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
摩
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
役
割
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
会
員
は
増
加
せ
ず
市
民

の
認
知
度
も
低
い
で
す
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
地
域
福
祉
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
か
会
員
の
増
加
も
含
め
て
努
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
税
収
の
落
ち
込
み
も
予
測
さ
れ
る
な
か

で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
民
間
で
出
来

る
こ
と
は
民
間
で
行
う
こ
と
で
す
。

　

公
明
党
は
高
コ
ス
ト
構
造
見
直
し
の
た
め
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
民
営
化
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
市
教
委
は
調
理

部
門
の
民
営
化
を
平
成
23
年
実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
民
間
も
競
争
の
中
で
高
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
良
い
も
の

を
安
全
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
他
に
も
市
民
の
貴
重

な
経
験
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
検
討
す
べ
き
で
す
。
職

員
の
平
均
年
収
が
八
百
万
円
を
超
え
、
日
本
一
高
い
と
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
企
業
で
さ
え
、
管
理
職
の
年
収
は
六
百

万
円
か
ら
九
百
万
円
強
で
す
。
給
与
体
系
な
ど
見
直
す
べ
き

で
す
。
家
庭
系
ご
み
袋
の
有
料
化
が
実
施
さ
れ
、
減
量
目
標

十
五
％
が
十
七
・
四
％
と
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
市
民
協
働
の

面
か
ら
も
大
い
に
評
価
し
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、
市
民
生

活
に
不
安
の
な
い
予
算
編
成
を
行
う
よ
う
要
望
し
ま
す
。

市
民
協
働
で
ご
み
の
減
量
が
達
成
！
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一
般
会
計
に
お
け
る
歳
出
予
算
の
約
六
十
％
が
市
民
生
活

に
根
ざ
し
た
福
祉
・
教
育
に
係
る
経
費
で
あ
り
、
急
激
な
景

気
悪
化
の
影
響
か
ら
、
法
人
市
民
税
が
減
少
す
る
な
ど
、
苦

し
い
財
政
状
況
と
な
っ
た
も
の
の
、
基
金
の
有
効
活
用
を
図

り
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
・
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
こ
と

を
、
最
優
先
に
努
め
ら
れ
て
き
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
の
施
策
を
市
民
の
目
線
に
立
っ
て
推
進
す
る
一
方
、

中
小
企
業
向
け
の
対
策
や
雇
用
対
策
、
ま
た
、
「
ゼ
ロ
市

債
」
の
設
定
な
ど
、
そ
の
時
々
に
必
要
と
さ
れ
る
事
柄
に
適

時
、
適
切
に
対
応
し
て
き
た
こ
と
も
一
定
の
評
価
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
市
税
を
中
心
と
し
た
歳
入
の
確
保
が
厳
し
く
な
る

な
か
、
「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
の
原
則
」
に
基
づ
き
「
業
務
の
棚
卸

し
」
な
ど
全
庁
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
目
に
見
え
る
形
の

事
務
改
善
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

現
下
の
経
済
情
勢
に
お
い
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
・
市
民
の

く
ら
し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
行
う
た
め
に
は
、
基
金
の

取
り
崩
し
等
も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
基
金
の
残
高
や
地
方

債
の
発
行
抑
制
に
も
留
意
し
、
更
な
る
歳
入
、
歳
出
両
面
の

総
点
検
が
必
要
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
予
算
の
編
成
に
向
け
て
は
、
真
に
必
要

な
事
業
に
重
点
配
分
を
行
い
、
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運

営
へ
の
転
換
を
望
み
ま
す
。

健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

認　

定

多摩市議会自由民主党

※　「共産」＝日本共産党、「公明」＝公明党、「自民」＝多摩市議会自由民主党、「ゆい」＝改革ゆいの会、「ネ・無」＝生活者ネット・無所属の会、「民主」＝民主党ＴＡＭＡ、
「あお」＝あおぞら、「日月」＝日月会　（会派名の後の数字は、議長及び監査委員を除く委員数）

※　評価基準については、２面の事業評価シート（サンプル）をご覧ください
※　平均の数値は、各会派の評価点に会派委員数を乗じて、全委員数で除したものです

平成21年決算特別委員会　事業評価表（５段階評価）
事　　　　業　　　　名 共産（５） 公明（３）自民（４）ゆい（３）ネ・無（３）民主（２）あお（１）日月（１） 平均

1 多摩市立複合文化施設等管理運営事業

2 多摩市社会福祉協議会助成事業

3 障がい者就労支援事業

4 シルバー人材センター助成事業

5 いきがいデイサービス事業

6 こどもプラン推進事業

7 （旧）管路収集センター維持管理事業

8 ごみ減量化推進事業

9 多摩商工会議所補助事業

10 観光事業

11 せいせき多摩川花火大会補助事業

12 公園整備事業

13 住宅耐震改修等促進事業

14 地域教育力支援事業


